一湊漁港
七福神の1柱えびす様は、豊漁と航海の安全をもたらすと信じられています。一湊の漁港を見下ろす社のようにえびす様を祀る小さな社は、屋久島の沿岸集落によく見られます。その昔、帰港した漁師は大漁に感謝して社にお供えをしていました。このにこやかな神様は現在も毎年7月下旬に行われるお祭りで供応されます。海の日の前の日曜日に開かれる祭りは、華やかな色の船が海に繰り出すのが見せ場で、ツアー客もそのうちの一隻の漁船に乗って沖に出ることができる滅多にないチャンスです。

